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協力テーマ
ブ

　　撃
i協力の根拠）

協力の内容 日本馬機関 相手機関 平成4年度までの実施 平成5年度の計画
（12）1987．8．27H17F

技術試験衛星V型（ETS－V）

（13）1988．2。19H18F

通信衛星3号一a（CS－3a）

（14）1988．9．16H19F
隔

通信衛星3号一b（CS－3b）

（15）1989．9．6　H20F
A

静止気象・衛星4号（GMS－4） ／

（16）1990．8．28H22F

放送衛星3号一a（BS－3a）

（17）1991．8．25H23F
、

π 放送衛星3号一b（BS－3b）
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2、．．多国間協力

協力テーマ ｝

（協力の根拠） 協力の内容 日本側機関 相手機関 平成4年度までの実施 平成5年度の計画
極軌道フ。ラットフ q）極軌道プラットフォーム 科学技術庁 アメリカ 第2回（61年7月、仏）から我 第19回平成5年4月フランス
オーム調整会議 の要求条件の検討 宇宙開発事業団 NASA が国は参加し、平成3年度は第 にて開催。
（ICWG） （2）搭載観測センサの調整（基 通商産業省 NOAA 15回（6月仏）及び第16回（11

、サミットリモセンハ。ネル　　　　L

本仕様、開発分担） 気　　象　　庁 ESA 月加）の会合が開催され、搭載 r

が構想し、開 （3）鎖国の検討、 カナダ センサ及びデータ政策等につい
・即したボーラフ。 を行い、極軌道プラットフ て議論を行った。

ラットフ才一4計画 オームの開発に反映させ 第17回（平成4年7月、米）
ゴを継続して推 ρ　る。 第18回（平成4年11月、日本）
己

進ずるプロジ 、
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CEOS（地 将来の地球観測衛星データの 宇宙開発事業団 NOAA 第8回（平成2年4月）及び第 第14回は、平成5年5月日本
球観測衛星委 記録フォ「マットの標準化、 ノ NASA 9回（平成2年9月）に開催さ にて開催予定。　　　　　，
員会）データ 光ディスク等の保有・提供媒 ESA れた。第8回の直前にSTA／

欄

作業部会 体ネットワ「ク、カタログ等 CNES NASDA主催で地球環境デー
の技術的検討を行う。 CCRS タネットワーク専門家会議を契

一

DLR 機としてデ一二三ットネットワ

’ ISRO 一ク等、データ作業部会の強化

の方策が検討された。

非

、

第10回（平成3年4月米）

で
第12回（平成4年6月米）

、第13回（平成4年10月英）
，

’

‘

、
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協力テーマ
i協力の根拠）

　　　　　　　　L
ｦ力の内容 日本側機関

　　　当

且闍@関 平成4年度までの実施 平成5年度の計画

CEOSカタ
鴻O分科会

地球観測データ利用促進のた

ﾟのカタログ情報システムの

｢界的ネットワーク構築への

ﾎ応協力。

@　　　　　　　　　　、

@　　　ヤ

宇宙開発事業団 NOAA
mASA
dSA

第2・回会合（63年10月）

謔R回会合（元年3月）

謔S回会合（元年10月）

謔T回会合（2年3月）

謔U回会合（2年9月）及び
謔V回会合（3年6月）へ出席　　　　　　　　、

，　　　　　／

℃EOS．
rAR分科会

f
　
　
　
、

㌔将来の地球観測衛星搭載合成、

Jロレーダ（STA）データ
ﾉ係わるフォーマットの標準

ｻ、処理・校正手法等につい

ﾄ検討を行う。

宇宙開発事業団

糟ｹ観測解析セ

塔^ー

ESA
iPL
bCRS　　’

cLR
qAE
selespazio

第8回会合は、63年6月、第9

�ﾍ元年1月、第10回は元年8

氏`9月、第11回は3年10月ド

fイツで開催された。第12回は4

N9月カナダで開催された。

第13回は5年9月オランダで

J催予定。

@　　　　　r

ADEOS計諱
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NASA及びCNESが供給
ｷる観測センサをADEOS
ﾉ搭載する。　’

@　　　　　」
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j　　覧　　　　　　　　　　　　　　　ゼ

宇宙開発事業団 米国、NASA
tランス

@　　CNES

@　　　馳

@　　　　　　も

63年1月にAOを発出し、米
早Aオーストラリア、イタリ

A、フランス及び国内から11セ

塔Tの応募があり、搭載可能性

ﾉついて技術的検：討を行った。

ｳ年8月にAOセンサ6ケを選
閧ｵた。

ｽ成4年5月CNESとMOU
�求B

@　　　　　　　　‘

NASAとMOUを締結する
B引き続きインタフェース調

ｮも併せて行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：働薯
　　｛↑…幽…一　｛一…　…一　…一｛｛一…自　　「夢糾　胴
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協力テーマ 　　　　’@　　　　　　　｝ｦ力の内容

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

坙{側機関 相手機関 平成4年度までの実施 平成5年度の計画（協力の根拠）
一

宇宙デ一読シ 1990年望め先進的宇宙データ 宇宙開発事業団 NASA 宇宙データ処理の交換のための 引き続き、勧告案についての

ステム諮問委 システムの標準化に対する勧 【オブザーバ㌧】 ESA 標準データ形成（SFDU）及び宇宙 検討を行う。

員会 　　　　　　ゲ垂ﾌ作成。， 宇宙科学研究所 CNES ステーション対応デ一等システ

（CCSDS） 通信総合研究所 INPE（ブラジノ ム（AOS）等の勧告案について検言
勘

BNSC、 を行った。

DLR 他の事項についても見直しを行

CSA つた。

「
TsNilMasn

@　　（ロシア）

【オブサ㌧バー】
’

5

CTA（ブラジル）

嘲 CAST（中国）
「

DOC／CRC（カナタ“）
争

、 r NOAA 、

SSC（スウェーデン）
‘

CRIP（ハンガリー）

CSIR（南アフリカ）’

　 DCRJ（テ“ンマーク）

EUMETSAT
（ヨーロッパ。）

IKI（ロシア）

、

ISRO

）

’

　　　　　　　《
、

’
’
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協力テーマ
i協力の根拠）

4　　　　　　　　　　‘

@協力の内容 日本側機関 相手機関 平成4年度までの実施 平成5年度の計画

宇宙ネットワ

[ク相互運用
ｫ検討委員会　恥

iSNIP）

宇宙ネットワーク（データ中

p追跡衛星システム）の相互

^用性を検討し評価する。

宇宙開発事業団 NASA
dSA

Sバンドの相互運用性について

ﾍ、ETS－VIの機会を利用
ｵた相互運用性試験の一部を実

{し、今後の試験計画の具体化

ﾆ詳細化を進めた。

jaバンドの相互運用性につい

ﾄ、要求と技術の両面から共通

伯ｳの検討を進めた。

Sバンド／Kバンドの技術検

｢を進めると共に、運用方
ｮ、地上データ伝送方式、実

{スケジュール等の検討を行

､。

@　　　　　　　　　　　／

機関間追跡管

E制通信パネル

@（ITCOP）
D（旧INSF）

ステ㌣ション時代のネットワ

[ク開発における各機関の計
謦i階における調整支援　　　　　　　　　　　凱

宇宙開発事業団

@　　　一

NASA AOS通信実験の評価、緊急時
ﾉおける相互運用体制確立のた

ﾟの検討、データ中継衛星を用

｢た通信実験の検討等を行った

国際標準化機

¥（ISO）

@ノ

「宇宙データ情報伝送」の標

?ｻを検討するため、NASDA

ﾍCCSDSと関連させ、「ISO／

sC20宇宙；機規格委員会jの委

�ﾆして参加する。

@　　　　　　　　　　　㌦

@　、

宇宙開発事業団

F宙科学研究所

ﾊ商産業省
坙{航空宇宙工

ﾆ会
坙{電信電話株

ｮ会社
ｯ間企業6白白

ISO加盟国
@（米国、スイス

?早A仏国、

｢国、英国等）

g

　　　、
F宙ステーション対応データシ

Xテム（AOS）を規格化する
ｽめの検討を行った。

CCSDS勧告「チャネルコ
[チング」及び「標準データ

tォーマット」を国際規格と

ｷる。
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協力テーマ
i協力の根拠）

協力の内容 日本側機関 相手機関 平成4年度までの実施 平成5年度の計画

国際極軌道気 ロンドンサミットの勧告に基 気　　象　　庁 米国 第7回総会が、2年9月にイタ 第8回総会は、ドイツで開催
象衛星グルー ついて、現在米国より運用さ 科学技術庁 フランス リアで開催された。 される。

プ（IPOMS） れている極軌道気象衛星2個 宇宙開i艶事業団 イギリス

（ロンドンサ のシステムを維持し、気象デ 西ドイツ

ットの勧告） 一天の長期継続性の確保、自 イタリア

由国際交換の維持のためCG EC、ESA
MS類似の非公式国際グルご EUMETSAT　及び

プを作って協力する。 ノ オーストラリア

将来センサーの要件、データ
｝
等のノンサミッ

の標準作成、極軌道プラット ト国

フォームの検討、可能な経費

る。　　　　　壱 ’

ド
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協ガデーマ
曹　　亀

ｦ力の内容 日本側機関 相手機関 平成4年度までの実施 平成5年度の計画
（協力の根拠）

気象衛星調整 気象衛星に関して 　　　　　一C　　象　　庁 NOAA／NESDIS 1972年、米国において、第1回 第21回会議が平成5年4月中
会議（CGMS）　　　　　、 （1）観測項目の統一 宇宙開発事業団 （USA） 会議が開催されて以来、静止気 国で開催。

て打ち上げ担 （2）観測成果の質の向上 EUMETSAT（BC） 象衛星の運用について総合的な

当国の運用機 （3）観測成果の配布、向上 Hydro－meteo一 調整を行ってきた。 　　　　●

関間の合意） （4）各情報の交換 logy　and　Cont一 第20回会議を、平成4年1月に

等について、衛星打ち上げ運 rol　of　Natural 日本で開催しぺ気象衛星システ

用国間で調整を図る。 Environment ムの運用等について意見交換・ ∫

’ （USSR） 調整を行った。

インド気象局

（インド）

＼ WMO（UN）

中国国家気象局

「

一

、

5

、
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協力テーマ
、

、

（協力の根拠）
協力の内容・ 日本側機関’ 相手機関 平成4年度までの実施 平成5年度の計画

、

太陽地球満管 1＄TP計画として地球磁気圏の 文　　部　　省 米、仏、独、英 これまでハレー彗星探査に関し 平成5年度はGEOTAIL
査 総合観測を行う。 宇宙科学研究所 EC（ESA） てNASA、　ESA、ロシア共和国 衛星を運用し、磁気圏尾部及

、
ロシア共和国 の間に協力関係が成立している び境界域の観測を行う。また

F

太陽地球系物理（ISTP）研究計 ロシアIKIのINTERB
旨 画の企画がNASA、　ESA、　IK ALL衛星が打上げられ尾部

1（ロシア宇宙科学研究所）及 における二点観測が開始され
“

び宇宙科学研究所によって進め る。

られ、1992年以降数年の問
［ に多数の衛星による観測ネット

ワークを地球周辺の空間に形成

、
することになっている。

平成4年度には、GEOTAI
L衛星を打上げ観測を開始した

、

！

　μ` ’

』

ず

’

’
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協力、テーマ
協力の脂溶 日本側機関 相手機関 平成4年度までの実施 平成5年度の計画（協力の根拠）

、

地球観測分野 SIR－C．（シャトル映像レ 通信総合研究所 NASA 通信総合研究所が提案した下記 5年10月に科学チーム会議が

一ダC）／X－SAR　（Xバ 海上保安庁 DLR の実験提案が採用された。 イタリア航空宇宙局において

NASA／DLR／ASI ンド合成開ロレーダ）を利用 国立防災科学 （ドイツ航空宇 1．同一及び直交偏波較正、地形 開催される予定である。

が推進してい ’した地球観測実験に参加す 技術センター 宙研究所） マッピング、及び稲作観測実 ’

るSIR－C／X－SA 亀る。 気　　象　　庁 ASI 験

R計画の実験 与東　　北　　大 （イタリア宇宙 2．海洋汚染と海氷のリモートセ
／

：公募に応えて
’ 鳥羽商船専 機関）　　　　’ ンシング　　　、

通信総合研究 海洋科学技術 各実験の主担当者（PI）を対象と

・所から2件の センター する科学チーム会議が過去4度

堤焼を行い、 引北　　　　　大 開催されたほか、各サブテーマ

：採用となつ
卜

極　　地　　研 に関する作業班会議が適宜開か
’

．た。・ れている。各実験のテストサイ
、

トを観測するための軌道の割当

が行われた。

し

’
、
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協力テーマ 協　　力　　内　　容 日本側機関 相手機関 平成4年度までの実績 平成5年度の計画
r

（協力の根拠）、

国際極軌道気 ロンドンサミットに勧告に基 気象庁 米国 第7回総会が平成2年9月 ：第7回総会以後は積極的な活

象衛星グループ ついて、現在米国により運用さ 科学技術庁 フランス にイタリアで開催された。 動がなされておらず、当内容に

（IPOMS） れている極軌道気象衛星2個の 宇宙開発 イギリス ついては、気象衛星調整会（C

システムを維持し、気象データ 事i業団 ドイツ， GMS）に引き継がれている状
（ロンドンサミ の長期継続性の確保、自由国際 イタリア 況である。

ットの勧告） 交換の維持のため、CGMS類 カナダ

似の非公式国際グループを作っ EC
一 て協力する。 ESA

将来センサーの要件、データ EUTELSAT

の標準作成、極軌道プラットフ 及び

オームの検討、可能な経費の国 オーストラリ

際分担方式の検討等を行う。 ア等のノンサミフト

、

r

、

｝

げ

γ

、

匙

’

［

建
｝
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・協力テーマ・ 協㍉力　　内　　容 ・日本側機関 相手機関 平成4年度までの実績 平成5年度の計画
、‘ C：脇力の根拠）

酢

気象衛星調整1 　　　　　　　　　一鼡C象衛星に関して、 気象庁 米国（NOAA） 1972年、米国において第1 第22回会議が平成6年に米国

会議（CGMS） （1）観測項目の統一 宇宙開発 ESA 回会議が開催されて以来、静、 で開催される予定である。

（2＞観測成果の質の向上 事業団 EUTELSAT 止気象衛星の運用について総

（打上げ担当国 ’（3）観測成果の配布、交換 CIS 合的な調整を行ってきた。

の運用機関間の （4）各種晴報の交換 インド その後、極軌道気象衛星も

合意）一 等について、衛墨打上げ運用国、 中国 含めて調整を図ることとされ

間で調整を図る。 WMO た。

第21回会議が、平成5年4

月に中国で開催され、気象衛

星システムの運用等について

意見交換・調整が行われた。』

、　　P

1早　昏　　　「　「

～

’一 P、パ’

　　　　　　　　　　緯
淵…｛｛｝㎝　一一　……‘ n一……学　　　…｛

≦璽 ＿＿一＿＿＿…」」

’協カテーマ、、 協　　力、　内　1容 日本側機関 相手機関 平成4年度までの実績． 平成5年度の計画

（協力の楳拠）・

「

「

静止気象衛星 静止気象衛星の画像データの 気象庁　’ ，オーストラリア （中規模資料利用局） 利用局における国際的な画像

の画像データめ ・デジタル及びアナログ方式（フ バングラディシュ 13か国・領域 データ利用の推進を図る。
　　　　ろ　　，
P利用． 『アタシミリ）による配布を行う． ブルネイ、 、21局

く濫淫気象機関 o
中国

（WMO）の世1 韓国 』（小規模；資料利用局）

：界気象監視（w 「
■ タイ 25か国・領域

lww）計画によ 香港 97局
’る）1 フィリピン

マレーシア
，

下　　F トシンガポール

米国

Eマカオ

‘他

v

》　　　　　　　　F

’　　i　　呪

@’

’
￥

’　　　　　　　　　　　「

1
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」
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協力テごマ、 協　　力P　内　　容 一　日本側機関 相手機関 平成4年度までの実績 平成5年度の計酊
箪

（協力の根拠）

気
象
衛
星
に
よ
、 5　静止気象衛星による通報局か ’気象庁 通報局所有局 通報局のデータ収集を引き 引き続き通報局からのデータ

、、 髓ﾊ報局からの、 らの気象データの収集を行う。‘ 続き実施した。また、台風委 収集を行い、台風委員会加盟国

気象データの収 員会加盟国内の通報局からの 内の通報局の展開を図る。

集（世界気象機， 展開を図った。，

関（WMO）の
世界気象学視て：

WWW）計画に
よる）

尋

＼

，

！

’　「

㌃

ゴ

’

己　」　　　　　3

響一…r一一一一一一一一一一一…一一一一琴窒一…一！ 嘉

一

協力テ』マ 協　　一力　　内　　，容 日本側機関 相手：機関 平成4年度までの実績 平成5年度の計画
、（協力の根拠〉， 、

「

国際雲気候計 ．気象衛星の観測デーダを用い 気象庁／気象 ウィスコンシ 1983年からGMSのデ 引き続きGMSのデータを送

，画（，ISρCP て全球の雲に関するデータセッ 衛星センター ン大学 三三を送付している。四球デ 付するとともに、四球データセ
轟’・　・

）㌧ トを作成し、気候研究等に資す ♪

NOAA／ 一三セットの還元が平成元年 ットの還元を受ける。
←，

て世界気象機関 ることを目的とする6 NESDIS 度から開始された。
ノ（WMQ）の世 NASA・ 第9回データ管理作業部会 ！－ @　　　　　－

界気候計画・くW Atmospheric一 が平成4年5月にフランスで
→

℃P）による）「 ’ ．Environment一 開催され、本計画に関する意

Service（カナタ“ 見交換・調整が行われた。

ESA
WMO

吃　　　ザ　　　　‘ 他

＼

’

，　乏

ト　　辱「

￥

ノ

ド　　『
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協力テーマ

i協力の根拠）

協．＿力　　内，　容 日本側機関． 相手機関 平成4年度までの実績 平成5年度の計画

　溶湯降水気候

v画（GP℃P
P）　（世界気象機関！

@（WMO）の世‘界気候計画（W

メ�rによる）

　　　　・@衛星の赤外観測データから放

ﾋ温度の統計値を算出すること

凾ﾉより全球の降水に関するデ

[タセットを作成、気候研究等

ﾉ資することを目的とする。

一・ C象庁／気

ﾛ衛星センタ
Q　・

@　　　　｝

　GSPDC
iCAC／N
lC
mOAA／U
rA）

　1986年度分からデータ
�?ｬし、送付している。ま

ｽ、衛星データからの降雨量

Z出アルゴリズムの比較実験

ﾉ協力している。

@第6回データ管理作業部会

ｪ平成4年8月3～5日に米
曹ﾅ開催された。

』引き続きデータを作成し、r送

tするとともに、衛星データか

轤ﾌ降雨量算出アルゴリズムの

芒r実験に協力する。

@第2回忌ルゴリズム相互比較

潤[クショップが8月に英国で

J催される。

曳

1　　　　」

@1その惹く衛星データ利用に関して米国、欧州各国、カナダくオーストラリア、中国、インド、ブラジル等と情報交換を行っている。

@　ト　　7，

讐
｛：聾

ダ3　　律…晒　一闇…

以関係機関における宇宙関連研究開発体制

一293一
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＼
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@　
@　
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@　

@　

ｻ

伽

｝～
梅糎覇岬

＼

ノ

趣 ㊥
夢　，
　、

’　宇宙関連開発体制の概要

警察庁 通信局 通信総務課
通信運用三
七、線通信課

警察大学校

無線通信課

関東管区警察局

警察通信研究センター

通　 信　 部 通信庶務課
通信運用課
有線通信三
無四通信三
冠岡四通信部

近畿管区警察局 ，通　 信　 部 通信庶務課
通信運用課
有線通信課　・
無線通信課
・大阪府通信部

九州管区警察湯 通　 信　 部 通信庶務課
通信運用課
有線通信三
無四通信課
沖縄県通信部

　　　　　　．　　　・　　　　　　　　一295一　一
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禾斗学技刷サ庁

研　　究　　開　発　　局 企 画 課 10名　　（　0）

総　　合　研　究　課 12名　　（　0）

ライフサイエンス課 10名　　（　0）

宇　　宙　　企　　画　　課 8名　　（　8）

宇　　宙　　囚　際　　課 7名　　（　7）

宇　宙　　開　発　課， 15名　　（15）

海　洋　開，発　課 10名　　（　0）

　　　　　　　　　　　囎　　　　　　　　　　　’　　　　璽
｛一鶴……｛襯恥一軍�@　謌黶c……………｛…一…』

一訓

航空宇宙技術研究所

所

科
学
研
究
官

長

企画室

管理部

空気力学部

総括研究企画官

庶務課

会計課

動力課＝

安全施設課

1

構造力学部

空気力学総括室

超高速空気力学研究室．

希薄流研究室

高エンタルピ流研究室

剥離流研究室

粘性流研究室

衝撃風洞研究室

極超音速風洞制御研究室

極超音速風洞計測研究室

超音速風洞制御研究室

超音速風洞計測研究室

1

3
2
2
3
3
2
3
3
2
6
3

構造力学総括室

空力弾性研究室

熱構造研究室

構造動力学研究室

破壊力学研究室

0
0
5
n
U

熱流体力学部 、

熱流体力学総括室

流体騒音研究室

反応流体研究室

数値熱流体研究室

伝熱研究室

一297一
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数理解析部
1

計算研究室

データ処理研究室

数値ジミュレータ研究室

応用解析研究室

並列処理研究室

0
0
0
0
4
0
0
0
0

空力性能部

機体部

計算課

空力性能総括室

全機空力性能研究室

計算空力研究室

低速空力性能研究室

操縦面空力性能研究室

非定常空力研究室

空力試験法研究室

遷音速風洞制御研究室

遷音速風洞計測研究室

大型低速風洞制御研究室

大型低速風洞計測研究室

二次元風洞研究室

機体総括室

荷重研究室

実機強度研究室

原動機部

複合材構造研究室 3

囎
寒ブ…

疲労研究室

衝撃研究室

損傷研究室

原動機総括室

圧縮機研究室

タービン研究室

原動機空力研究室

燃焼・器研究室

囎
蓼

」

ノ

制御部

　　原動機材料構造研究室

　　原動機制御研究室

　　原動機性能研究室

　　原動機計測研究室

1

～

制御総括室

制御研究室

計測研究室

機器研究室

飛行制御研究室

飛行シミュレーション研究室

人間工学研究室

9
山
4
9
山
4
0
0
4
ご
り

飛行実験部

　　　「　　　　　　　　　　　　　　ρ

新型航空機研究グループ

飛行実験総括室

飛行特性研究室

飛行試験研究室

飛行実験研究室

飛行計測研究室

飛行解析研究室

飛行課

第1研究グループ（新型航空機研究グル「プの企画・調整及び施設、整備）

r，

第2研究グループ（H－Hロケット打上げ型有翼回収機（HO身E）の研究計画の企画調整）
’

第3研究グループ（H－IIロケット打上げ型有翼回収機（HOPE）の総合計画）

第4研究グループ（H一■ロケット打上げ型有翼回収機（HOPE）の実験計画）
、

第5研究グループ（超高速航空機の最適形状の研究）

第6研究グループ（新形態航空機の総合性能の研究）

：第7研究グループ（新形態航空機の最：適形状の研究）

第8研究グループ（パワード・リフト機の総合性能の研究）

第9研究グループ（空力弾性制御システムの研究）’

第10研究グループ（操縦システムの研究）

第11研究グループ（突風風洞による研究、試験）

り
白
り
山
9
白

渚　　　　　　　　！　　ξ ・一Q99一
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1
2
3
2
2
2
2
1
1
2
2
2
2

第1研究グループ（宇宙研究グループの企画・調整及び施設、整備）

第2研究グルらプ（宇宙輸送システム）
第3研究グループ（宇宙船シス子ム）

第4研究グループ（有人サポートシステム〉

第5研究グループ（ランデブ・ドッキングシステム）

第6研究グループ’（宇宙エネルギーシステム）　　　　　　　　㍉

第7研究グループ（電気推進システム）

第8研究グループ（大型宇宙構造システム）

第9研究グルLプ（宇宙ライフサイエンス実験システム）

第10段目グループ（宇宙理工学実験システム）

第11研究グループ（宇宙潤滑システム）

知2研究グループ（宇宙船の姿勢制御システム）

第三3研究グループ（宇宙システムの信頼性研究）

、

2
7
1
1
1
2
3 ／

管理課

技術業務課

1

宇宙研究グループ

ロケットエンジンシステム研究室

ロケット燃焼機研究室

ロケット流体機器研究室

ロケット高空性能研究室

推進薬研究室

4
　
F
O
　
Q
σ
　
9
自

ラムジェット性能研究室

ラムジェット燃焼研究室

ラムジゴット構造研究室

ラムジェット空力研究室

1

ロケット推進研究部

〔

ラムジェット推進研究部

角田支所

1

1

特別研究官

、

　　　け　廟　　A
昏

436名（176名）
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4
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三
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、

所究研力子原本日

所究沼気高
・

管理部

材料開発部

部究三朔禾源資■境環

室進推捕零度高三三放

所支阪大

技　術　開　発　課

照射施設課

照射利用開発室

高機能材料：第1研究室

高機能材料第2研究室

極限材料研究室

イオン工学計画課

イオンビーム施設課

7名（5名）

邑8名（2名）

選
一　　　一

∫

⑱
〆

琳
3

b脚一献　　

一

海洋科学技術センター

職員合計　158回

目

会長　　1名

望巖　1名

理事　　 6名
　　し（非常勤含む）

監事　　 2名
（非常勤含む）

総 務　　　部

企 画 部

深　海　研　究　部

深海開発技術部

海洋観測研究部

海域開発・利用研究部

運

／
Ψ

航 部

ノ

26名℃

18名

12名

15名

14名（9名）

25名

47名

参 事 1名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

一難1軽量ゴ≧冠壕暦幅∴高∴、忽論蹟三

情 報 室

　　　一303－

1呂給誉ご　ご．，一ご・∵．

3名

／　　鳶
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理イヒ学研究所究所
4

、

平成5
’

、

企 画 室

’

「

総 務 部

経 理 部

研 究 業 務　　部
「

施 設 管 理　　部

相談役
参 与

開 発 調 査　　室

「 「

理 事
聾

葺 置　　　　、 フロンティア研究推進部
　1
尢搦亦ｷ・

理 事 ライフサイエンス培養生物部

幹 事
闇

一

ライフサイス研究情報室

＼

安　　全 管　　理 室

7

」

研　究 基 盤 技　術　部

声 電　　子　　計 算　　機 室

’

ノ 宇宙放射線研究室 11名（7名）
！

「

その他研究室（39研究室）

研究グループ（3グループ）
一

、

大型放射光施設計画推進部
「

－

フロンティア研究システム

ライフサイエンス筑波研究センター

～蜘

箏一　，
働

平成5年度末定員 職員　613名
役員　　　7名

（1）企画調整局地球環境部　　定員　29名

　　　　　　局長一地球環境部長 企　　画　　課　　　　，

、

環境保全対策課　　　　’

環境協力室

研究調査室

　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　5名（5名）
　　　　　　　　　　　～

　　　　　　（2）大気保全局　　定員　66名

　　　　　　　　局長　　　　　　　企函　課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広域大気管理室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3名（’3名）

　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　交通公害対策室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大気規制課

　　　　　　　　　，　一　　　！　　　特種公害課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自動車公害課

」噛舵三7説曇ぞ塩鵡漏ζ≧しここ薫ジば、ξ

環　　境　　庁

　　　　（3）国立環境研究所　　定員

一305一

副
所
長

　
一
所
　
長

∋

274名

地球環境研究グループ統括

　　　衛星観測研究チーム

　　　　　　　　4名（3名）

化学環境部長

　　　計測技術研究室

　　　　　　　　3名（1名）

大気圏環境部長

高層大気研究室

4名（1名）

大気動態研究室

6名（1名）

『



圏
一
幅

廟

一四！ 諠jンー P艶廓て『糟∵絶∵

文部省宇宙科学研究所

評議員会

所　　　長

1名（1名）

運営協議員会

　　　　　各種研究専門委員会

戸306一

部

予算定員　299名（宇宙関連研究開発従；事者　215名）

管 理

（

76名

宇　宙　圏　研　究　系

14名（14名）

太陽系プラズマ研究系

研一

　7名（7名）

16名（16名）

共通基礎研究系
7名（7名）

究 システム研究系
23名（23名）

字宙輸送研究系
13名（13名）

系 宇宙推進研究系
14名（14名）

V

宇宙探査工学研究系

15名（15名）

衛星応用工学研究系

技 術 部

30名（30名）

観 曝浸 部

40名（40名）

企　画　調　整　主　幹

（併）

対　外　　協　　力　　室

4名（2名）

宇宙科学企画情報解析センター

6名（6名）

宇宙基地利用研究センター

3名（3名）

鹿児島宇宙空間観測所

9名（4名）

三陸大気球観測所

2名（2名）

能代ロケット実験場

1名

　　　　　　　　　　　　　　　　13名（13名）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　
｝

　　　　　　　嚢＿＿＿。。＿＿一一∴一一＿＿＿＿⑱＿二

　　　　　　　籔　　・　　　　　　　　　　　δ

　　　　　通商産業省における宇宙関連研究開発体制
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．工業技術院地質調査所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所長一次長　 ・総務部

　9名（9名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地殻物理部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際協力室

34名（2名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　他　7　部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．工業技術院電子技術総合研究所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所長一次長　　　　　総　　務　　部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光技術部
　　計　画　課

　　発電課　34名（4名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　極限技術部
　　他　8　課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　　エネルキ㌧基礎部
総　務　課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他　　8　部
研究業務課

ニューサンシャイン計画推進本部　　32名（7名）

日田宇宙空間観測所

5名（5名）

1．機械情報産業局

　局長一次長

2．立地公害局
　局長　　　㌧

3．資源エネルギー庁

　．長官一次長

　総　務　課

　宇宙産業課

　他ユ0課

　総務　課

　環境政策課

　他　6　三

冠1房2部

公益事業部

4．工業喪術院

　院長　　　　総　務　部

　　　　　　　他　1　部

5．工業三冠灘旧記究所

　所長一次長　　　　総務

解析技術課　　　8名（2名）

地殻構造課：　　9名（1名）

探査技術課　　7名（1名）

国際地質課　　　4名（3名）

他　1　課

　　光電子システム研究室　　13名（13名）

　　他　　　3　　室

　　宇宙技術研究室　11名（11名）

　　他　　　3　　室

　　エネルギー材料研究室　　10名（10名）

　　他　　　2　　室

他10三

部

物理情報三 光　工　学　課

計測制翫御亭

他　　3　　課

感覚制御課．

8名（1名）

7名（5名）

6名（6名）

6名（1名）

（注）①［コ・笥関連研究開発に購る部局

　　②□・その他の部局

　　③一名L名），・灘灘灘難等騨磐者数）

ロボット工学部

ハφ Cオdホゆティクス諜

　　他　4　部

　　’　　／

・∵洗子美∴ゴ曜誌訓壼蒜

他　　2　　課

一307一
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運輸省運輸政策局

　　　　　　　　　　　　　局　L長　　　　　　三

二

＼

一308一

＼
玉

長 政　策　課

総合計画課

地域計画三

二輸産業課

消費者行政課

環境・海洋課

技術安全課 11名（2名）

国際企画課

国際業務第一課

国際業務第二課

貨物流通企画課

貨物流通施策課

複：合貨物流通課

情報管理部

観　光　　部

8恥

㎞冨一「一　一…｛
（働

δ
藁　漏矧

運輸省　　電子航法研究所　　合計　65名（10名）

トL

所 長

㌃

1名

研究上三三

1名

湯　務　課

8名

電子航法開発部

13回

忌一点

　　　1名

航空施設．部

14名

四子航法評価部

14名

衛星航法部

10名（10名）

岩沼分室

システム研究室

電子装置研究室

3名（3名）

4名（4名）

搭：載装置研究室 2名（2名）

　3三

一309一’

写τ∵警幾三∴攣≧澤画藩論∴一一』一サニー一一r…
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海上保安庁水路部

水路部長

一一…　　涛｡剛納；　㍉

“一R10一

監　　理　　課

企　　画　　課

●
2
海洋調査課

’
「 沿岸調査課

54名（6名）

V5名（6名）

Q2名（4名）
航
法
測
地
課
！　　　　　　P@　　、

@　　　　参

ｫ

‘
’

衛星測地室

事　官

@　’

@　　　　　　　レ

水路通報課
ノ

海洋情報課

14名（14名）

　　

@　

A
気

＼

第五管区

囎
漏㎞…～囲…蜘曲

欝

（宇宙関連従事者　10名）

長　　三 三．務部 企画課 気象衛星室

10名（10名）

次　長

’

ノ

一311一

乞謙譲壷よ藻』∴認牽㍊レご
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’　　　　気　　象　　庁

　　　　　　　　気象衛星センター
k

所 長

1名

四　　務　　部

予算定員228名（宇宙関連研究開発従事者　205名）

22名

データ処理部

122名（122名）

情　幸艮　伝　送　部

’⑳

83名（83名）

（

⑫

　総　　務　　課

　会　　計　　課

　システム管理課

　データ処理課

「

　解　　析　　課

　管　　制　　課

　施設管理課

　伝送第一課

1伝送第二課

　気象衛星通信所

　11名

’10名

　29名（29名）

　29名（29名）

　44名（44名）

　19名（19名）

　15名（15名）

　18名（18名）

　16名（16名）

　33名（33名）

　　　　　　　　！

　
所
　
四

四
研　
象
弄

象
気

気

ノ

所 長

1名

・δ
，）

室門柱

部三三

予報研究部

12回

忌名

18名

気候研究部

δ

予算定員180名（宇宙関連研究開発従事者　23名）

第三研究室

第二研究室

4名（3名）

6名（6名）

5名（2名）

3名（3名）

3名（3名）

3名（1名）

3名（3名）

5名（2名）

4名（2名）

翫

20名（3名）

台風研究部
’18名（8名）

物理気象研究部

第三研究室

応用気象研究部

18名（3名）

15名

気象衛星・観測
システム研究蔀

第四研究室

地震火山研究部

、銘（9名）

21名

海洋研究部

地球化学研究部

第一研究室

10名（2名）

10三

一313一、

第二研究室

第三研究室

第四研究室

第二研究室

＿冊・捻孫二瀬叢濃f窟』＿藤織＿＿臨＿♂．
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郵政省通信政策局

郵政省 通信政策局 宇宙通信政策課 17名

～
ノ

・宇宙の研究、開発及び利用に係る電波の規律に関する政策の企画立案及び推進

・宇宙の研究、開発及び利用に係る電波の利用に関する研究及び調査のとりまとめ

・宇宙開発事業団に関すること

・通信・放送機構に関すること

宇宙通信調査室 6名

・宇宙の研究、開発及び利用に係る電波の規律に関する研究及び調査

・宇宙の研究、開発及び利用に係る電波の利用に関する研究及び調査

大臣官房 大臣官房企画課

情報通信企画室 30名（2名）

・通信衛星3号による衛星通信システムの運用

、

ノ

臨 画
論

戦

垂区　　政　　省

通信総合研究所 422名て153名）

所　　長

し　次長
　総合研究官

総1務部「＝饗　馨曝嚢

一部
　　　　　　　　情　報　管　理　課
情報管理部 電子計算機室3（1）

総合通信部

宇宙通信部

電波観測管理室
統合通信網研究室
ﾊ　信　系　研　究室

1放送技術研究室
一一
d磁環境研究弓

馬

｝衛星通信研究室

ﾚ動体通信研究室
F宙技術研究室
q星間通信研究室

信号処理研究室
通信方式研究室

5（2）

通信技術部

7（7）

11（11）

6（6）

7（7）

通信装置研究室　4ぐ2）

電　波　部

電波応用部

1電磁圏伝搬研究室
蜍C圏伝搬研究室
d磁媒質研究室

，　　　　　　，

@1 　　　　　一d波計測研究室
�@計　測　研　究室

F宙環境計測研究室
竜

7（7）

7（3）

6（1）

7（7）

6（3）

7（3）

標準測定部

原子標準研究室
周波数・時刻比較研究室

測定技術研究室
周　波　数　標準三

三　正　検　定　課

第1特別研究室　　2（2）

第2特別研究室

第3特別研究室

鹿島宇宙

通信センター

7（7）

12（4）

関西支所

（関西先端

平磯宇宙

管　　　理　　　三

一

一

5

地球環境計測研究室

F宙通信技術研究室

F宙三三応用研究室

F宙制御技術研究室

8（8）

12（12）

17（17）

7（7）

環境センター

研究センター）

太　陽　研　究　室

宇宙環境研究室
宇宙天気予報課

6（6）

6（6）

10（10）

三
三
三
三
室
室
室
－
三

三
三
三
三
和
究
三
三

研
研
研
研
灘
三
三

鰍
灘
導
錨
聴

覚
識
的
弓
レ
磁
体
物

知
知
三
三
コ
電
生
生

所
所
所
所

焚
　
貝
　
胴
只
　
貝

、
了
　

覧
≧
　

、
γ
　

駆
≧

旧
観
旧
観

三
三
波
波

電
電
竜
三

内
三
川
三

三
犬
山
沖

5（3）

3（2）

4（2）

6（3）

一315一

／
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N

己
一316一

建　設　省

　　国土地理院
岬94名（26名）

｛

院　　　長 測　地　部 計　画　課

1名 16名

測地第マ課

参　事　官 19名（4

測地第二課

28名（8

　　、@・　　　　86名（22名）

@　　　　　　　　腫
@　　　　　　　　A

@　　2
@　　　　　「@、　　　　　　　　　　塾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覧　　　　　　　　、　　　　噸

|　　　　　　　　　　　’

@　　　　　ヤm戸　　　　　「

ﾏ　　　　　ノ
@　1@　　　　　｝
@“
@　　　　　　　u

@　　　　　　　　号　　’

@　　　　　　　〕

測地第三課

13名、

　　　　謬　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌻ぴ

@　　　　　　　1名

@　　～

@　　　　鴨@　　　　　　｝

@　　　　’　　　こ　・　　　　　　’

@　　　　　　　　　ノ

@　　　　　　　即@　　　　　　　　　，@　』@峯@　　㌃
@　　：
ｯ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

@

o

測地技術開発室

@　　8名（8

測地技術調整官

1名（1

研　究　官

一鹿野山測地観測所 1名（1

）名4（名6

爾

～

璽

［コ1一宇宙研繍関連の部局

［］一その他の部局

（ 一宇宙研究開発関連の
　　従事者

漏州

㍉

自沿省消防庁

　　　　　　　　　長、官 次　長 審議官 総　務　三

三　防　課：

予　防　課

危険物規制課

国際消防協力官

違反処理指導官

危険物判定指導官

、

防　災　課 10名（3名）

震災対策指導室

特殊災害室

救急救助課

’

　　　、　　　　，　　ド　　、　　“＿3、7一

ダ乱！滋L塩∴㌦驚∵聯轡㍗一一誠藁＿椀漁＿＿＿＿。癌》←＿＿．＿訴．L．．づ
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通信．放送麟（平成5 �獅P日現在）

　　　　理事長　　 理事　　 （本社）

　　　　　　　　1　　　　　　　　　3

　
　
　
藩

事
1
　
勤
1

　
1
常

監
　
　
非

拳輪 @社
君津衛星管制センター

　忌　’∴ガへ　ご　献

　　　一318一

総，　務

経　　理　　部

　　　　　1

業　　務　　部

　　　　　1

研究推 Y一［＝

開発 ﾂ部一一［＝

課
役
三
三
四
三
課
課
役
課

　
　
　
　
　
　
・
　
　
三

三
査
三
三
弓
術
査
究
三
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

三
三
図
三
業
技
二
三
三
三

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

部
　
、
部
　

部

－
占
　
　
　
－
占
　
　
　
　
ー
ム

課
付
課
役
回

興
　
　
　
析

振
事
理
査
解

発
　
　
　
画

開
監
三
三
計

部
－

部』
三
嗣
－

課
三
三

用
析
用

心
解
運

臨
画
制

管
計
管

－
⊥
　
　
　
　
1

璽．

　　　　　　　　　　君津：衛星

　　　　　　　　　　管制センター
　　　　　　　　　∫　　　　　1

50名（非常勤監事1名含む）

59名

　　　　　　　　　　　　趣、

　　　　　　　　し
H

通信衛星部

@　　　　1

咜莱q星部

@　　　　1

’

1
⊥
－
占
－
山
ー
ム

計

’

幽

名901

結晶
『
｝｛唖一一

｝
一丁幅

日本電信電話株式会社

会役湯取

三会

社 長

長距離通信事業本部

常　　務　　会 総合企画本部ず

技術三部

企 画 部

通信網システム部

ネフトワーク総合技術センタ

電話サービス推進本部 電 波 部

研究開発技術本部 無線システム研究所

ネットワークシステム開発センタ

フィールドシステム研究開発センタ

ノ

1∫ゼ　免。、、　一319τ
。．
ｸかノ賊一骨輌“＿魯。。脚臨邸バ＿騨＿＿。＿～’・＿＿＿＿＿．＿．＿＿＿姦．一＿，．．，．　．∴
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衛星通信関連の研究体制

平成5年5月

KDD研究所

担当役員 所　　長

次　　長

次　　長

衛星通信グル　プ6
移動通信グループ8
網設計ソフトウェアグループ　7

回線応用グル　プ7

次　　長

衛星通信方式、衛星移動通信方式の研究

移動通信方式の研究

通信ソフトウェアの研究

アンテナ、伝搬の研究

次　　長
ノ

研究管理課23人

、

醗 働
翻 ／

麟

日本放送て猿｝会

日本放送協会

技　術　三

十　　　画　　　部

技術開発センター

放送技術研究所
！

施設業務部

送信技術センター

ディジタル

　放送方式研究部

技術関係部局

無線，研究部

’　　　　　　　　　　　｝　　イヤ

　　　1　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　，

嘱＿＿Lユ晶＿＿＿冨＿＿漏。＿∴・
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日本衛星放送㈱組織図

社　長

常
勤
役
員
会

総　務　局

衛星調達室

経理局 ﾑ＝

即詰

営　業　三

編　成　局

繍部（4） ﾑ＝四三（3）
　　企　画　部（3）　駈

　　広報部（2）　　企画課（1）
人事部（4） G：三三（3）

　　放送セン幹管理部（2）’

（3）

　　経理部（6）　　経理課（5）
　　財　務　部（4）　　　　　　　　　　b

　　調整管理部（3）　　　　調整管理課
　　マーケティング企画推進部（6）一マーケティング企画推進課（2）

　　開発部（3）　　開発課（1）

　　企画管理部（11）　　　企画管理課（7）

　　：第一営業部（9）　　　　営　業　課（8）

　　　　　　　　　　　　（駐在：札幌）

　　第二営業部　　　　　　営　業　課（2）

　　　　　　　　　　　　（駐在：名古屋・金沢

　　　　　　　　　　　　　　　大阪・福岡）
　　第三営業部（5）』　高高課（5）

顧客トビス部（16） m三一酬）
　　企画管理部（7）　　　　企画管理課（4）

編成　dl三四
　　番組宣伝部（9）　　　　番組宣伝課（6）

　　第一番組フ。ロテ㌔一ス部（11）一番　組　課（9）

　　第二番組プロテ㌔一ス部（12）一番　組　課（10）

　　第三番組フ。ロデュース部（6）一番　組　課（5）

　　事業開発部（3）τ＝二二熱（1）

　　　　　　　　、

八
♪

（平成4年5月1日改正）

　　　　　　　　　制作管理部（3）

　　　　　　　　　制　作　部（3）

制　作　局

　　　　　　　　　スポーツ部（D

　　　　　　　　　アナウンサー部（6）

　　　　　　　　　技　術　部　（4）

　　　　　　　　　送　出　部　（15）

技　術　局　　　　運用技術部　（4）

　　　　　　　　　制作技術部　18）

　　　　　　　　　放　送　部　（3）

システム局’　　システム部（11）

．本社建設本部一業　務　部（2）

論

　1

☆字宙研究開発関連の部局

　　　　　＝
☆宇宙関連研究開発従事者数

　　　　　　37名

取　締　役　会

　　社　長

　　副社長

奮

株式会社宇宙通信基礎技術研究所

　監査役

　運営委員会

　　　　　　麟

（平成4年3月31日現在）

｝

総　　務　　芋

窪　　理　　課

企画調整課

企画調査課：

1名（兼務）

2名

2名

1名

1

ま

総　　務　　部

3名

四　　究　　本　　部

　　　　16名

研究開発委員会

研究企画部

　4名

研究開発部

　　　　次　長

　11名

大型アンテナ研究グループ

騨化電力増幅器研究グループ

ミリ回送受信機研究グループ

衛星内交換機研究グループ

22CH2送信機研究グループ

2名

　2名

1名

2名

2歩

弓〆
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